
地

球

第
七
容

み
上
げ
さ
せ
て
温
度
を
測
っ
た
ら
､
九
十
五
度
で
あ
っ

fJ0

r
H
川

こ
の
寄
泉
は

一
昨
年
の
夏
に
操
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

井
の
あ
る
虞
は
少
し
深
い
穴
に
な
っ
て
屠
る
の
で
'
噴

口
の
模
様
が
孝

乙
な
い
が
､
直
篠
四
五
寸
の
織
管
が
穐

え
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
｡
そ
の
附
近
に
は
多
少
湯
気
を

噴
い
て
屠
る
盛
が
あ
っ
て
.
岩
石
は
悉
-
風
化
し
て
白

解
川
耽

Ez13
八

五
六

又
は
黄
色
に
な
っ
て
屠
る
｡
今
は
こ
の
人
の
立
っ
て
居

る
盛
に
家
を
建
て
～
見
物
に
促
し
､
犬
の
周
勘
に
は
垣

を
作
っ
て
あ
る
｡

両
党
ビ
噴
出
回
数
の
塵
化
ど
の
開
係
や
.
長
務
の
様

な
現
象
が
何
故
起
る
か
の
問
題
な
ど
､
研
究
す
べ
き
事

項
は
多
い
が
､
そ
れ
は
今
私

の任
で
な
い
.

大
正
十
五
年
五
月
二
十
四
日
の
十
勝
岳
爆
潜
記
事

大
正
十
五
年
五
月
二
十
四
日
突
如
ビ
し
て
起
っ
た
十

勝
岳
の
爆
教
は
施
梯
山
.
棋
島
等
の
活
動
だ
共
に
我
園

明
治
.
大
正
時
代
に
於
け
る
著
し
い
火
山
現
象
の

1
で

あ
っ
て
､
特
殊
の
状
況
の
下
に
特
徴
を
も
っ
た
罫
壁
を

･展
開
し
た
火
山
撃
上
洗
意
す

べ
き
出
来
事
で
あ
る
｡

爆
教
直
後
貸
地
蹟
撃

で
行
っ
た
諸
家
の
研
究
が
種
々

の
博
聞
を
通
じ
て
頂
々
磯
表
さ
れ
た
｡
今
左
に
掲
げ
る

も
の
ゝ
中
か
ら
渚
家
の
見
聞
や
所
詮
を
摘

旅
す
る
0

日
申
仰
雰
三

十
脚
荷
雌
敢
概
帥
(火
耳
小
潮
北
骨
)

波
越
前
次
郎

十
勝
再
燃
故
嗣
査
報
丈

(
S
°i.
R
ep.
T
6
h
oku

l
m
p
･
U
n
iv
･,
S
er･
Ⅰ
ⅠⅠ
,
v
o
1.
Ill.
No
.
)
.
)
926-)

巾
村
尤
荷
門
太
郎

十
勝
岳
泥

流
の
速
叉

地

球
､

節
六

懸
警

嘉

)

川
代

惟

叫

践
潮
碓
三
郎

佐
藤

曳
止

E
申
仰
秀
三

踊
付
目

忠
邦

十
勝
添
煉
敬
の
今
昔

(地
鞘
難
詰
､
節
三
十
八
中
節

凹
甘
五
十

r
班
)

十
勝
蒋
機
敏
,JJ
水
耕
の
原
凶

(
同
怒
)

十
勝
赤
燐
敬
糎
嬰

(
同
和
)

十
腸
痛
疏
野
山
の
噴
火
原
田
と
現
状

(
同
者
)

十
勝
蒋
雌
故
と
之
に
伴
っ
た
山
水
に
放
て

(
日
本
銑

非
命
誌
､
姉
川
十
二
聴
解
川
打
九
十
四
批
)



川
･叩
仇州
仇狩
tEZ

エT
牌
∬叩
槻
比況
の
F附
砂
川
(地
E-T敢
仏門
､ル即
川
怨
他郷
六
耽
)

僻
態

浅
止

十
順
市
城
瓶
代訓
染
散
文

(鶴
牧
別
報
桝
覗
甘
､
約
九

is.班
)

7F

地

形

十
勝
楠
は
北
極

道
の
略
中
央
石
狩
問
ビ
十

勝
囲
ど
の
頃
上
に
あ
わ
'
略
南
北
に
走
る
十
勝
火
山
脈

中
の

一
峯
で
あ
る
｡
十
勝
火
山
艦
に
は
大
小
十
個
の
火

山
が
あ
り
就
中
十
勝
蕃
ビ
旭
蹄
だ
が
政
も
活
動
の
盛
ん

な
も
の
で
朗
硫
酸
来
期
を
噴
出
し
て
ゐ
る
O
ノ

十
勝
岳
は
酉
側
の
外
船
山
を
敏
い
た
複
式
火
山
で
這

般
爆
聴
し
た
硫
黄
山
は
そ
の
中
央
火
口
丘
で
あ
る
｡
外

輪
山
は
種

l
粁
徐
を
有
す
る
大
カ
ル
デ
ラ
の
繰
返
を
な

す
も
の
で
西
側
は
盆
-
敏
如
し
尭
南

部
は
附
証
の
EL聖
向

所
を
L･B
L
獣
轟
の
十
勝
岳
(
二
〇
七
七
光
)
で
あ
り
P
中

央
火
口
丘
に
接
近

し
た

外
輪
山
西
南
郡
は
前
十
勝
岳

(
一
八
〇
〇
米
)
で
あ
る
｡

中
東
火
口
丘
硫
黄
山
は
燐
敵
前
に
は
中
央
火
口
を
有

し
火
口
は
南
北
に
長
い
欄
固
形
で
品
種
二
四
〇
米
短
樫

山
五
〇
米
あ
っ
た

中
央
火
口
の
火
口
壁
は
西
南
部
が

舵
-
東
北
部
が
高
-
p
を
の
最
高
所
を
丸
山
ビ
言
ひ
火

口
原
を
技
-
革
七
〇
米
で
あ
る
｡
火
口
底
は
長
種
南
北

大
北
十

五
咋五
月

二

十
四
日
脚
十
牌
lim:妹
敬
記
邸

に
二

九

O

米
位
の
棉
側
形
に
し
て
托
さ
二
…血
兼

で
あ

る
｡
火

口
壁
の
内
田
に
は
上
か
ら
二
〇
兼
計
-
の
仙
川
に

巾
二

〇
米
位
の
段
が
あ
る
｡
火
口
底
の
東
側

に
は
南
北

末
○
来
光
四
二
〇
米
の
滑
が
あ
-
大
正
十
四
年
夏
に
於

け

る
水
韓
は
約

七
尺
､
秋
に
は
約
八
尺
ど
な
ゎ
火
口
底

に
購
っ
た
｡
同
年
十
二
月
に
は
水
は
潤
れ
十
五
年
三
四

月
頃
に
は
五
尺
ビ
L･.
り
就
月
に
は
常
よ
り
も
ニ
ー
三
八

高
い
横
で
あ
っ
た
｡
九
州
の
東
方
山
腹
に
は
緩
七
-
A

〇
米
の
藤
磯
火
口
が
兼
に
向
つ
て
開
き
､
そ
の
北
方
九

両
の
兜
に
長
穆
七
〇
米
程
の
三
ケ
月
状
の
火
口
が
あ
っ

て
酉
北
酉
の
方
向

に
開
-
｡
火
口
原
中
に
あ
る
も
の
は

九
･･日
の
東
方
に
瓢
形
の
小
火
口
が
あ
っ
て
熔
岩
流
を
穿

ち
種
南
北
五
〇
光
兼
四
三
〇
東
灘
さ
六
準

急
段
に
て

囲
ま
れ
大
正
八
年
頃
ま
で
は
水
を
湛
え
た
｡
中
央
火
口

丘
の
南
側
外
輪
山
.jJ
の
間
は
鞍
部
を
形
成
し
こ
の
上
に

種
約
六
O
米
の
火
口
が
庖
b
斜
に
硫
黄
山
に
向
ひ
'
深

さ
敏
光
｡
史
に
是
ビ
硫
黄
山
中
央
火
口
F,J
の
問
に
在

1

玉
来
の
火
口
が
あ
る
｡

外
輪
山
上
に
は
そ
の
東
北
肩
部
の
頂
上
に

山.
の
摺
鉢

状
の
火
口
が
あ
る
長
程
西
北
東
南
四
〇
〇
米
'
周
囲

一
､

三
日
九

託
七



地

球

節
七
怨

二
粁
､
こ
の
火
口
の
下
郡
は
凝
灰
岩
､
岩
層
の
成
燈
せ

る
も
の
で

上
部
は

四
枚

以
上
の
鋸
棒
状
熔
岩
か
ら
な

る
｡
此
の
北
方
に
接
し
て
史
に
荏

?
0
0
米
の
火
口
が

あ
っ
て
水
を
濯
え
て
ゐ
る
｡

噴
胴
は
iijjJ,J
L
で
丸
山
の
岩
角
時
立
せ
る
部
分
か
ら

出
で
又
､
硫
黄
山
の
北
酉
方
山
腹
､
中
央
火
口
丘
南
部

鞍
状
部
の
火
口
も
外
輪
山
東
部
内
側
の

一
部
'
丸
山
東

北
部
に
あ
る
火
口
原
上
の
火
口
の
周
縁
部
､
そ
の
南
部

に
て
火
口
腫
上
に
列
を
な
せ
る

1
連
の
噴
気
口
'
及
び

外
鼎
山
瀬
牝
肩
部
の
火
口
等
か
ら
行
ほ
れ
た
｡

中
央
火
口
(妨
二
坑
)
I,J
南
方
鞍
部
上
の
副
火
口

(節

三
坑
ビ
中
央
火
口
丘
の
閥
斜
面
(第

1
坑

).fJ
は
捉
凍
噴

気
最
も
盛
に
し
て
平
山
鋸
莱
所
は
之
を
導
管
に
導
い
て

熔
融
硫
黄

T̂J
し
て
採
集
し
て
ゐ
た
.

美
瑛
(振
放
二
三
七
光
)
叉
は
上
富
良
野

(振
絞
二

l

O
兼
)
の
市
縛
地
か
ら
十
勝
蕗
に
登
る
時
璃
兼
方
十
勝

山
脈
の
方
に
揮
按
二
五
〇
米
の
附
近
か
ら
次
第
に
高
ま

り
で
行
-
素
地
を
見
る
｡
登
る
串

.1
0
粁
山
加
部
落
で

は
距
の
姦
地
は
揮
抜
五
五
〇
米
t<J
な

る
｡
地
形
上
未
だ

刷
刺
作
用
の
進
-ま
ざ
る
緩

斜
面
が
隆
起
し
た
ば
か
-

の

範
囲
舵

≡O

R
.
八

も
の
で
'
そ
の
上
に
刻
ま
れ
た
河
谷
中
に
は
蔑
段
も
の

砂
利
を
頂
い
た
河
成
段
丘
が
教
壇
し
て
ゐ
る
｡
こ
の
授

斜
面
は
各
部
流
紋
岩
か
ら
成
-
立
ち
そ
の
上
は
動
作
さ

れ
て
ゐ
る
か
叉
は
巳
に
伐
木
さ
れ
て
ゐ
る
｡
そ
し
て
弥

軟
玉
-
六
〇
〇
米
の
所
か
ら
上
部
は
十
勝
火
山
の
安
山

岩
贋
熔
岩

､
岩
層
､
放
水
岩
に
よ
-
て
明
か
に
被
葦
さ

れ
て
な
り
傾
斜
も
急
に
増
加
す
る
｡
硫
黄
山
の
酉
山
腹

に
は
未

だ生
々
し
-
見
え
る
雄
健
も
の
安
山
岩
貿
熔
岩

流
が
流

れて
を
-
据
故

1
二
〇
〇
光
使
道
は
碗
搾
状
裸

岩
塵
差
だ
し
て
ゐ
た
｡
兼
北
美
瑛
の
谷
に
向
っ
て
は
少

-
も
数
枚
の
安
山
岩
流
が
流
下
し
て
を
互
刀
の
畠
山
泥

泉
の
朗
に
厚
い
安
山
岩
流
の
断
崖
を
見
る
O(
以
上
田
中

舘
代
に
依
る
)

爆
葦
に
依
る
地
形
の
鍵
化

波
改
氏
の
翫
森
に
依
れ

ば
中
央
火
口
丘
の
西
南
牢
が
爆
験
さ
れ
て
そ
の
.北
側
に

大
断
班
を
生
じ
'
そ
の
基
底
に
は
鋸
樹
状
の
岩
礁
を
生

じ
て
ゐ
る
｡
こ
の
爆
裂
火
口
を
基
鮎
だ
も
て
其
の
西
北

斜
面
上
約
二
粁
に
亙
る

一
直
蝕
上
に
は
胎
は
若
干
の
爆

裂
火
口
を
珪
せ
る
-
多
-
は
沌
き
溝
状
の
窪
地
に
多
数

の
洗
気
孔
を
即
川わ
い
る
に
過
hJ
hは
い
0

董

1-

醐悶嗣朋闘馴剛Mm剛闘削馴激闘mmm跳跳儀



新
棟
捌哉
･火
nH
は
油化
.-:
叫
坪
illに
伐
れ
ば
-ド:部
に
i
Lrて

兼
西
新
藤
叫的
三
七
五
米
橘
北
長
押
約
蛸
二
〇
米
､
.基

下

底
に
於
て
兼
閣
知
種
約

一l
五
〇
米
南
北
長
種
約
三
C
IO

米
､
操
さ
二
〇
光
内
外
｡
佐
藤
理
撃
士
に
依
れ
ば
新
爆

裂
火
口
は
北

々
酉
方
に
聞
い
た
馬
蹄
形
で
開
口
の
巾
約

二
三
〇
米
､
中
央
部
の
巾
約
三
八
C
米
､
長
さ
四
二
〇

米
､
深
さ
約

一
五
〇
光
で
あ
る
｡

煤
塵
せ
る
山
膳
の
畳
は
四
四
C
嵩
立
方
光
(佐
藤
氏
)

二
七
〇
寓
立
方
米
(
田
代
氏
)
一
〇
〇
-
1
七
二
㌧
八
常

立
方
米
.
重
畳
三
〇
〇
嵩
噸
(
田
中
館
氏
)等
ビ
推
算
さ

れ
て
ゐ
る
｡

噴
気
は
嘗
中
央

火
口
底
の
蕗

下
せ
る
部
分
の
兼
繰

部
'
中
央
火
口
丘
上
の
主
爆
裂
火
口
の
北
壁
に
蕉
せ
る

断
崖
両
の
大
裂
櫨
､
其
の
背
側
北
西
斜
面
の
上
部
に
生

せ
る
L一
小
爆
裂
火
口
等
か
ら
噴
出
し
て
ゐ
る
｡
南
方
鞍

状
部
の
火
口
は
熟
を
城
じ
化
｡

佃
は
爆
教
徒
に
側
壁
の
製
櫨
'
崩
壊
せ
る
砂
灘
の
間

隙
等
の
諾
盛
よ
-
噴
出
せ
る
も
の
は
白
色

(
主
AfJ
L
て

る
水
茶
気
)
な
る
も
の
敢
も
多
-
次
に
黄
色
(軍
と
し
て

硫
黄
)
及
び
青
色
(燃
焼
硫
嚢
)を
量
す
る
も
紗
あ
･O
時

大
正
十
五
咋
五
月
二
十
四
日
の
十
腿
弟
粘
壁
記
礎

に
山伏
色
へ
･肘八両
山伏
)及
び
褐
色

(iii
r,･J
･し
イし

｢
セ
レ

ェ

ウ
.

ふ
し
?
)
を
葦
す
る
も
の
を
噴
騰
し
､
噴
舅

の
畳
は

前

年

に

此
し
て
其
十
数
倍
に
達
し
で
ゐ
る
ど
い
ふ
じ

爆
豊
の
状
況

渡
遊
民
の
記
す
朋
に
依
れ
ば
大
正
十

五
年
五
月
二
十
四
口
､
朝
か
ら
両
p
南
風
を
吹
い
た
｡

硫
黄
坑
夫
は
中
央
火
口
丘
よ
TC,
酉
北
酉
的
三

五
粁
の

坑
夫
小
屋
に
休
息
し
て
ゐ
た
｡
年
前
十

1
時
二
十
分
頃

第

一
回
の
爆
音
密
閉
-
｡
爆
音
に
次
で
岩
石
の
崩
壊
す

る
膏
な
る
か
遠
雷
の
如
き
聾
を
丘

-
六
秒
間
開
い
た
｡

戸
外
に
出
て
見
る
に
中
央
火
口
丘

の
酉
斜
面
上
総
衆
の

疏
気
孔
を
西
北
に
振
る
約
五
〇
〇
米
の
蓮
よ
-

一
大
朋

桂
が
直
立
し
附
近

完
W
に
降
灰
し
た
｡
社
務
黒
色
の
熔

岩
が
突
出
し
た
部
分
に
卒
垣
な
窪
地
が
生
じ
多
数
の
岩

層
ビ
次
だ
を
被
っ
て
ゐ
る
外
に
は
異
状
が
な
か
っ
た
｡

そ
の
後
少
時
平
静
､
同
日
正
午
近
-
の
爆
発
に
俵
で
そ

の
酉
北
方
に
新
に
蕉
せ
る
新
藤
聴
ロ
ビ
兜
ゆ
る
方
向
に

藍
に

一
層
浪
厚
な
風
胴
を
斜
上
方
に
吐
出
し
P
.そ
の
先

端
は
渦
を
な
し
て
谷
を
奔
下
し
た
｡
此
の
固
鼎
が
坑
夫

長
尾
の
兼
を
護
れ
る

1
小
丘
陵
を
準

岬化
で
粧
ぐ
そ
の
前

に
殺
到
し
た
時
は
巳
に

一
大
濁
流
に
準
じ
坑
夫
の
大
草

一三

一

五
九



地

織

餌

七

怨

は
小
屋
を
出
る
遵
な
-
し
て
鷹
倒
さ
れ

一
部
は
其
ま
～

流
失
し
た
U
軍

曹
を
聞
い
て
露
に
至
る
ま
で
の
時
間
は

故
老
は
三

〇
秒
､
或
者
は

一
分
ど
栴
す
る
｡

(坑
夫
の

請

)爆
登
の
形
式

に
就
て
田
中
舘
氏
は
こ
の
麟
磯
は
爆

聴
力
が
非
常
に
劇
し
か
っ
た
の
で
熔
岩
流
を
形
成
せ
ず

又
熔
岩
丘
も
形
成
せ
ず
し
て
多
-
は
不
規
則
な
る
塊
ビ

か
火
山
弾
を
細
田
L
t
ポ
γ
か
ノ
式
の
も
の
で
あ
ら
-

が
p
然
し
爆
教
は
比
較
的
劇

し
-
従
っ
て
山
林
の

一
部

を
吹
き
飛
ば
し
た
轟
ビ
新
に
熔
岩
塊
を
据
出
し
た
事
だ

は
ポ
ル
カ
ノ
式
}J
は
薫
る
朗
で
.
今
度
の
硫
東
山
の
活

動
は

爆
聴
性
噴
火
+,J
栴
す
べ
き

も
の
で
あ
る
だ
ま
成

し
'
之
を
十
勝
噴
火
ビ
い
ふ
新
標
式
に
数

へ
る
轟
を
提

言
し
た
,J

痛
富
民
は
此
の
度
の
火
山
活
動
は
麟
岩
流
を
外

へ
少

し
も
流
用
し
て
居
な
い
罫
な
る
爆
発
で
あ
っ
て
噴
火
だ

は
言
は
れ
ぬ
性
贋
の
も
の
で
あ
っ
た
事
は
断
言
揖
凍
る

ビ
倍
す
る
ビ
述

べ
て
ゐ
る
｡

据
出
物

掴
拍
物
は
嘉
に
山
健
を
構
成
し
て
み
た
熔

岩
屑
､
餅
搾
状
熔
山方
､
火
-;
磯
､
火
山
砂
､
火
山川
状
な
ど

節
凹
批

≡
ニ

六
〇

で
之
に
新
に
噴
出
し
た
新
熔
岩
塊
其
の
他
を
安

へ
る
｡

岩

塊

大
岩
塊
は
火
口
に
近
-
散
在
し
､
長
さ
凹

米
に
蓮
す
る
不
規
則
偏
平
状
を
な
す
も
の
も
あ
る
｡
火

口
丘
を
形
成
し
て
ゐ
た
角
漢
､
熔
岩
塊
は
火
口
の
東
部

に
散
乱
し
て
ゐ
る
｡
雲
の
上
に
落
ち
た
も
の
は
固
形
の

穴
を
穿
つ
｡
火
口
を
振
る
に
つ
れ
て
太
さ
f̂J
敗
亡
を
減

ず
る
｡
程
三
寸
以
上
の
渦
度
の
火
山
岩
層
の
抽
出
さ
れ

た
範
囲
は
風
上
の
芳
郎
ち
髄
十
勝
藩
の
方
面
で
は
火
口

の
中
心
か
ら
証
-
六
〇
米
の
範
囲
な
る
が
風
下
の
方
面

で
は

1
粁
位
に
及
ん
で
ゐ
る
｡

火
山
層

細
か
い
火
山
砂
磯
の
積
雪
の
上
に
堆
積
し

て
ゐ
る
厚
さ
は
東
側
火
口
原
で
火
口
に
近
き
部
分
で
は

1
尺
位
､
そ
の
他
の
部
分
で
は
大
抵
五
寸
乃
至
八
寸
位

で
あ
る
｡

分
布
低
域
は
風
上
の
方
で
は
.一
五
〇
来
､
風

下
の
方
で
は
七
〇

〇
水
位
で
遠
-
で
は
最
早
厚

さ
は

7

寸
に
も
及
ば
ぬ
｡

火
山
次

火
口
酉
北
方
の
山
上
定
盤
所
の
屋
根
に
て

厚
さ
二
寸
位
､
分
布
儀
域
は
風
上
の
方
で
は
前
述
の
-

の
よ
-
珊
狭
-
風
下
の
方
で
は
架
滝
鋸
で
見
る
ビ
火
日

払
仏
が肥
る
二
.1附
丁叫の
桝
､
恭
ハ仙耽
九
-:
の
附
拡札
古
仏で
'f;斗
が
山伏
色



に
兇

A孔
も
0
m州
し

て
心秋
色

の
一軸

は
新
火

11日
か
ら

7
水

仙竹

を
t･6
し

て
十
勝

川
脈

の

鞘
就

'Jこ
袷

ふ
て
北

解

し
､
美

瑛

丸
山
の
町
近
で
贋
-
な
っ
て
ゐ
る
｡

火
山
弾

火
口
底
に
無
数
に
散
乱
し
遠
き
は

一
エ
l

肝
に
逢
し
た
｡
太
さ
は
平
均

一
五
粧
､
時
に

1
米
以
上

に
蓮
す
る
.
形
は
不
規
則
状
.'q
ン
皮
火
山
弾
に
属
す
る
｡

荷
は
佐
藤
攻
撃
士
に
依
れ
ば
次
は
泥
流
々
下
の
跡
に

散
乱
せ
る
岩
塊
上
に
堆
積
せ
る
も
新
熔
岩
､
火
山
弾
の

上
もこ
は
之
を
見
な
い
か
ら
降
次
は
泥
流
々
下
の
後
ま
で

塘
頂
し

火
山
弾
掴
出
前
に
終
止
し
た
も

の
,,
棟
で
あ

る
○泥

流

第

一
回
爆
教
に
依
っ
て
生
じ
た
況
韓
は
如

何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
瞭
に
分
ら
ぬ
｡
第

1
回

爆
聴
後
検
分
に
行
っ
た
坑
夫
の
富
に
よ
れ
ば
丸
谷
弧
泉

の
蓮
は
泥
水
に
披
ほ
れ
て
ゐ
た
P,J
樽

へ
ら
れ
.
叉
下
流

畠
山
脱
炭
に
て
は
そ
の
時
分
丸
山
泥
炭
の
破
観
し
た
木

材
片
が
濁
流
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
来
た
ドニ
占
っ
て
ゐ
る

か
ら
小
規
模
の
泥
流
の
あ
っ
た
事
は
確
か
ら
し
い
｡

流
路
六
里
に
及
び
巾

1
八
〇
間
乃
至

一
〇
〇
閉
､
浅

さ
二
丈
に
も
達
し
て
災
蜜
を
迂
ふ
し
た
の
は
第
二
河
の

大

'JilE十
五
咋
五
月
二
十
四
日
の
十
勝
市
鵬
故
記
邸

梅
山敬
に
仲
ふ
;化
淡
で
あ
っ
わhO
肘
仙抽
仙
･財
形
成
し
た
材
料

は
火
口
に
近
い
範
囲
で
は
爆
敬
に
よ
る
崩
壊
物
､
噴
出

物
及
び
糎
出
物
(新
溶
岩
塊
を
含
ま
ざ
る
)
で
あ
っ
た
｡

美
瑛
揮
及
び
上
富
良
野
に
押
出
し
た
も
の
は
途
中
森
林

中
か
ら
得
た
土
壌
が
多
畳
に
交
っ
た
ら
し
い
倣
細
物
質

ば
か
り
か
ら
な
っ
て
ゐ
た
.

泥
流
形
成
に
寄
輿
し
た
る
水
の
出
所
は
如
何
誓
言
ふ

ド
.
崩
壊
し
先
山
憶
も
多
少
の
水
を
含
ん
で
ゐ
た
ら
-

し
.
火
口
内
の
沼
の
水
も
こ
れ
に
役
立
っ
た
事
で
あ
ら

-
が
最
も
大
部
分
の
水
は
泥
流
流
下
の
中
途
か
ら
希
代

も
の
ど
息
は
れ
る
.
削
ち
潜
時
の
降
雨
も
そ
の

一
部
で

あ
る
が
就
中
融
雪
が
最
も
蛋
要
で
あ
る
｡
融
雪
の
主
因

は
仰
熟
せ
ら
れ
た
噴
出
物
､
糎
出
物
及
び
是
に
混
ぜ
る

熔
融
硫
黄
'
燃
焼
硫
黄
㈲
大
農
の
崩
壊
物
の
有
し
た
運

動

エ
ネ

ル
ギ
ー
が
地
表
容
気
ど
の
摩
擦
及
び
内
部
摩
擦

に

よ
っ
て
興
じ
た
熱

エ
ネ

ル

ギ
ー
で
あ
っ
て
就
中
前
者

が
有
力
で
あ
っ
た
ビ
瓜
は

れ

る
｡

而
官
氏
は
別
館77お

山
時
に
急
激
に
行
は
し
む
原
因
を

な
す
も
の
ど
し
て
次
の
評
項
を
選
げ
た
O
問
火
山
爆
教

に
偽
る
火
口
附
近
の
束
弧
の
昇
騰
㈲
爆
凝
皆
時
の
豪
雨

三
三

六

E



地

球

箪
七
窄

朝
爆
破
さ
れ
た
ろ
爆
裂
火
口
内
及
び
其
附
近
の
水
分
刷

帰
敬
の
際
噴
出
し
た
保
熱
岩
片
及
び
所
謂
火
山
批
判
全

然
機
械
的

干
キ
ル
ギ
ー
よ
-
生
す
る
熱
畳
㈲
硫
黄
の
燃

焼
に
偽
-
生
や
る
熱
盤
｡
就
中
融
雪
の
速
さ
を
大
な
ら

し
め
た
最
も
カ
あ
ら
孟

貰

ら
る
も
の
は
硫
巽
の
燃
焼

に
依
つ
で
銀
じ
た
熱
畳
で
あ
る
A,J考
へ
ら
れ
た
｡

泥
流
の
適
度

中
村
博
士
は

爆聴
督
醇
に
火
口
か
ら

約
七
肝
を
振
つ
る
平
山
覇
業
暇
事
務
所
だ
.
火
口
よ
ゎ

ラ

四
肝
を
距
つ
る

元
山
事
務
'j
の
問
に
行
ほ
れ
た
電

話
の
通
話
の
軍
資
に
よ
･C
l.
又
泥
流
が
流
下
の
際
に
轡

曲
し
た
線
路
を
取
る
時
に
外
側
は
常
に
内
側
よ
旦
向
-

な
っ
て
ゐ
る
革
質
に
よ
り

(聞
流
経
過
郡
に
洗
ほ
れ
て

残
れ
る
立
木
の
表
皮
の
例
刻
さ
れ
た
る
事
賓
等
に
よ
り

て
知
ら
れ
る
水
面
の
高
さ
)
遠
心
力
､
重
力
'
旅
路
の

曲
容
車
種
'
表
面
の
傾
斜
角
を
利
用
す
る
革
に
よ
り
そ

の
他
下
流
に
於
け
る
河
水
の
速
度
や
泥
流
に
逐
ほ
れ
て

逃
れ
た
る
革
馬
の
速
力
等
よ
-
し
て
泥
流
の
各
部
に
放

け
み
速
度
を
次
の
衷
-
推
定
し
た
｡

〆

叩

川

平

均
賭
皮
(
称
砂

)
肺

郎

仲

川川

欠
=

-禿
山

四
六
･淋

二
･
四
部

0
･
九
分

第
四
故

空山

犬

二

元
山
上

==良
好
州
浜
谷

こ

て

八
米

桝
･
0
粁

三
二

%:=
良
射
川
･.6
谷
内

7
革
､
正
米

7
三
∴
ハ粁

f
凹
二

･甘=
良
野
川
恥
野

7
0
､
0
釆

四
二
叫粁

七
｡
○

爆

発

の

原

因

田
中

餌
氏
の

考
に

よ

れ

ば
皆
時

は
恰

も
五
月
の
融
雪
時
に
常
-
‥例
年
よ
り
も
写
真
多
心

)融

雪
が
火
口
附
近
の
地
下
に
あ
る
水
道
に
洗
下
し
火

口
管

附
近
に
多
食
の
水
を
拷
透
せ
し
砂

一
方
握
岩
が
漸
次
火

口
管
を
上
昇
し
て
凍
た
ゝ
め
拷
入
せ
る
水
を

1
時
に
水

茶
系
に
促
し
て
爆
磯
を
起
し
山
牌
の

一
部
を
崩
壊
し
た

の
写

あ
る
｡
爆
磯
の
源
は
地
下
機
所
に
あ
っ
た
｡

披
逸
民
に
よ
れ
ば
今
回
の
主
爆
裂
火
口
内
に
拙
現
せ

る
旗
色
岩
礁
は
新
に
上
昇
し
凍
れ
る
溶
岩
栓
の
上
部
ryJ

組
係
洗
い
柾
が
あ
る
｡
前
年
以
来
中
央
火
口
丘
頂
の
火

口
内
に
水
を
堪
え
た
串
へ
前
冬
の
積
雪
が
杵
に
多
最
で

あ
っ
た
罫
は
噴
気
の
駿
積
.i
力
め
-
し
こ
ビ
甘

簸
な

い
｡
近
日
急
に
気
温
の
上
昇
を
見
'
急
激
な
る
雪
融
に

艇
ぐ
にこ
象
両
を
以
て
し
た

ゝ
め
地
下
水
の
玲
加

/̂J
気
魔

の
低
下
を
誘
発
し
た
轟
L･b
ざ
が
鹿
敬
の
機
を
典

へ
た
る

が
加
-
又
常
時
陰
暦
四
月
十
三
日
に
て
満
月
に
近
か
与

化
串
-

1i
考
の
資
で
あ
ら
-
}J
言
っ
て
居
ら
れ
る
〇

･

(小帯

本
)


